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概要 

Ｘ（旧 Twitter）との連携を「有効」にすると、ページを公開時にＸへ自動投稿きる機能で

す。 

ホームページの更新情報を SNSへ自動で発信できるため、利用者への情報発信を効率化でき

ます。 

 

記事作成時の設定 

 

X(旧 Twitter)投稿 有効に設定すると公開時に X(旧 Twitter)投稿をおこないます。 

編集時に自動投稿 有効に設定すると再度公開した際に X(旧 Twitter)投稿をおこないます。 

この設定は再投稿が完了した際に、自動的に無効に戻ります。 
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Ｘでの設定 

(1) Twitter(X)Developer Portal にアクセスし、シラサギと連携したいアカウントでログ

インします。 

https://developer.x.com/en 

 

(2) ページ中段の Find the right access for you の Freeプラン「Get started」をクリ

ックします。 

 

 

 

 

https://developer.x.com/en
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(3) 有料プランの提案のあるページが表示されます。 

ページ下部にある「Sign up for Free Account」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) Developer agreement & policy（利用規約の同意画面）のフォームが表示されます。 

 

・Describe all of your use cases of Twitter’s data and API: 

250字以上で利用される目的を記載してください。 

※具体的な使用目的や遵守方針を記載しなければ承認されないことがあります。 

 

☐You understand that you may not resell anything you receive via the Twitter APIs 

☐You understand your Developer account may be terminated if you violate the 

Developer Agreement or any of the Incorporated Developer Terms 

☐You accept the Terms & Conditions 

目的を記載、3つのチェックボックスにチェックを入れて右下の「Submit」をクリックし

てください。 

 

これで Freeプランの利用開始手続きは完了となります。 
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Twitter(X)API の Key や Secret の取得 

(1) Twitter(X)Developer Portal のダッシュボードページにアクセスします。 

サイドバーの Project&Apps をクリックし、すでに生成されている Project配下の App

名をクリックします。 

 

※Projectが存在しない場合や、Project配下に Appが生成されていない場合、新規で

Projectや Appを生成する必要があります。 

 

 

(2) User authentication settingsの「Set up」をクリックします。 
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(3) User authentication settingsページにて下記項目を設定してください。 

 

 

App permissions 

「Read and write」を選択 

Type of App 

「Web App, Automated App or Bot」を選択 

AppInfo 

SHIRASAGIで指定された 

Callback URI / Redirect URLを入力して 

ください。 
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(4) Appの画面にて、Keys and tokensタブをクリックします。 

Consumer Keysの API Key and Secret欄にある「Regenerate」をクリックし、画面の

表示に従って操作すると【API Key】と【API Key Secret】が表示されます。 

メモなどにコピーして保管してください。 

 

※【API Key】【API Secret】を再取得する場合もこちらの画面の「Regenerate」ボタ

ンをクリックすることで再取得することができます。 
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Project 配下に App が生成されていない場合 

App の作成方法 

(1) Twitter(X)Developer Portal のダッシュボードページにアクセスし、「+Add App」を

クリックします。 

 

 

(2) Name your Appの画面が表示されますので、アプリ名を「Next」ボタンをクリックし

てください。 

 
 

(3) 「API Key」と「API Key Secret」が取得できます。 

 
 



10 

 

SHIRASAGI での設定 

(1) シラサギ CMS左サイドメニューの[サイト設定]をクリックします。 

 

 

(2) サイト情報の詳細画面で[編集する]をクリックします。 
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(3) 必要事項を入力します。 

 

X(旧 Twitter)設定 

ページ連携 有効にすると、ページ編集時に Twitter連携が表示されます。 

コンシューマーキーとアクセストークン、それぞれのシークレット

キーを設定する必要があります。 

カード形式 X(旧 twitter) のカード形式を選択します。 

X(旧 twitter) でどのような見え方をするかは「X(旧 twitter) Card 

Validator（https://cards-dev.twitter.com/validator）」で確認

することができます。 

ユーザー名 X(旧 twitter) のユーザー名を設定します。 

設定すると「X(旧 twitter) Card Analytics」でアクセスを解析で

きるようになります。 

既定の画像 URL 既定の画像の URL を設定します。 

ページに画像が含まれていない場合、ここで設定した URL が 

twitter:image として使用されます。 

ページに画像が含まれている場合、ここで設定した URL は使用され

ません。 

X API Key X API Keyを設定します。Xへの自動投稿に必須です。 

X API Key Secret X API Secretを設定します。Xへの自動投稿に必須です。 

X Access token X Access Tokenを設定します。Xへの自動投稿に必須です。 

X Access Token 

secret 

X Access Token Secretを設定します。Xへの自動投稿に必須です。 

(4) 編集後、[保存]をクリックしてください。 


